SS再生元年！　宮崎県SSグループ連絡会議40周年事業企画書

宮崎県ＳＳ運動
40周年記念大会
概　要　書

宮崎県ＳＳグループ連絡会議
40周年記念大会実行委員会

宮崎県ＳＳグループ連絡会議綱領
　我々ＳＳメンバーは、新しい経営理念、豊かな創造力、たくましい活力を信条とし、小集団による学修活動を通じて、経営能力の開発に努め、企業の繁栄と地域経済の振興に貢献しよう。
ＳＳ運動とは　宮崎県下の商工青年事業者が相互に啓発しあう
経営能力開発のための場である
ＳＳ運動とは「新しい経営理念」「豊かな創造力」「たくましい活力」の
三つを身につけようとする小集団の学修活動の場である
ＳＳ運動とは　中小企業の繁栄と地域経済の振興を目指す
「自主参加　自主運営」県ぐるみの人づくり運動の場である

ＳＳシンボルマーク
ＳＳ運動のシンボルマークは、目的に向かって手をつなぎ、
励まし合って進む彼らの姿をあらわしています。
太陽はまた、繁栄・活力・躍動・熱情の表現でもあります。

ＳＳ運動の出発点
ＳＳ運動は時代に適応する経営者づくり、
中小企業の発展・地域経済の振興を目指しています。
記念大会事業にむけて
40周年記念大会実行委員会

委員長　加治屋博人

１．はじめに

SS運動は、昭和42年、宮崎県の提唱により始められた運動で、二代目経営者、管理者等の商工青年事業者が小集団で学修し、経営能力の開発に努め、企業の繁栄と地域経済の活性化を目的に設立された人づくり運動です。

発足当時、約200名の会員でスタートしたSS運動も拡大の一途をたどり、昭和55年にピークとなる約850名の会員を携えるまで拡大してまいりました。その後会員は減りましたが、ここ数年は100名の会員数を維持してきております。これまで多くの経営者の卵がSSを卒業し、県内の経済をリードするOBOGも多数輩出してきております。
２．大会スローガンの意味
発足以来、会議体の運営は会員からの年会費と県からの補助金を主な活動資金としてまいりました。時代も変わり、補助金に頼るこれまでの形から、自主運営への体制変換を求められる時期にきております。

　新しい運営体制への移行期に迎える記念事業にあたって、『SS再生元年』のスローガンを掲げました。40年間で歴代所属会員がどんな活動を行ってきたのか、その詳細を知りたいという現役会員からの声も数多く聞いております。
　ここで一度、刻んできた40年間の歴史を振り返ることで、若いメンバーには、「温故知新」の気持ちでこれからのSS活動の一助とし、大会に参加するOBOGの旧懐の念を起こすためにも、本大会を位置づけたいと思います。
３．大会が目指すもの

　

　運営体制の変更を迎えるにあたり、会員の増強は避けられない課題です。会員の増加により自主運営資金を確保できることはもちろん、SS活動の活性化にも繋がります。今後益々、小集団で学修することの良さを最大限に発揮し、会員一人一人が強い意思をもってSS活動に取り組み、時代の変化に柔軟に対応できる足腰の強い企業、地域で愛される企業になることを目指します。

『SS再生元年』のスローガンは、歴代会員が脈々と築き上げてまいりましたこれまでのSS運動を、広くPRしていく契機の大会となることを目指すものです。
会員同士が互いに啓発し合い、私利私欲に走ることなく、地域経済の活性化に積極的に取り組み、SSに入会したときよりも高い次元の魂をもって卒業していき、SSに入会したことを誇りに思える組織になることを願っております。
また、SAPや商工青年ネットワーク宮崎（CN宮崎）とも関係を深め、交流も積極的に行っていきたいと考えております。この40周年事業を成功させることによって、SSの世代交代の幕開けとなり、地域経済のさらなる成長と発展の糧になることを強く願っております。
記念大会概要
１．大会の名称
宮崎県ＳＳ運動40周年記念大会
２．テーマ
「ＳＳ再生元年」
３．開催予定
開催日時
：　平成19年11月16日（金）
開催場所
：　都城総合文化ホール 
４．催行者
主催

：　宮崎県ＳＳグループ連絡会議
     

　　宮崎県
主管

：　宮崎県ＳＳグループ連絡会議都城支部

協賛（予定）
：　延岡市・高鍋町・宮崎市・都城市
特別協賛
：　株式会社致知出版社
後援（予定）
：　串間市、宮崎県SAP連合、シティエフエム都城、

BTVケーブルテレビ（都城）、夕刊デイリー（延岡）、宮崎日日新聞社、
宮崎県商工会議所連合会・宮崎県商工会連合会・宮崎県中小企業団体中央会、

県内各商工会議所及び商工会
５．大会内容
決起大会（勉強会／掃除）
開催日時
：　平成19年9月8日／10月
開催場所　
：　串間市内／延岡地区、高鍋地区、宮崎地区、都城地区、串間地区
担当支部　
：　串間支部

記念式典／記念講演
開催日時
：　平成19年11月16日　13:30～17:30
開催場所　
：　都城総合文化ホール　中ホール
担当支部　
：　都城支部

SS博覧会
開催日時
：　平成19年11月16日　18:00～20:00
開催場所　
：　神柱公園（総合文化ホール前）

担当支部　
：　児湯支部・宮崎支部

決起大会
担当支部　串間支部
1． 事業企画コンセプト及び事業実施概要
SS再生元年とする本年度の現役会員により、今の宮崎県における経済動向や自社の位置付けなどを確認するための勉強会を行います。大会当日の記念講演演目は“商いの原点”です。その講演内容を効果的に学修するための準備とし、まずはSS現役会員がお互いを経営者同士であり経営者の同志であることを再確認することから始まり、現在のお互いの事業展開を学修し合う、ということに主眼を置きます。

また、講演者から学修するもうひとつの内容とし、主管である都城市内において、経営者として持つべき心を磨くために清掃活動を行います。大会終了日の翌早朝、お世話になった会場の清掃も行います。
２．実施日時

勉強会　／　平成19年9月8日（土）

清掃活動／　平成19年10月中及び11月17日（土）早朝
３．実施会場

勉強会　／　串間市内施設ホール（候補地検討中）
都城市
／　都城市立東小学校・都城市立妻ヶ丘中
４．事業対象者

SS現役会員
記念式典
担当支部　都城支部

1． 事業企画コンセプト及び事業実施概要
　これまでSSが40年間の歴史を歩んでこられたことを、広く皆様へ感謝の意を込めご挨拶申し上げるため、記念大会を催します。そしてこれまでの学修成果をご覧頂き、また更に学修していくために、二部構成のセミナーを開催します。
第一部は、SS運動を通じて展開する商工系事業について、また宮崎の今後の展望について、常日頃の学修実践活動の経験を踏まえた内容としてのパネルディスカッションを行います。SS県連を構成する五支部より代表者がパネリストとなり、宮崎県内での地域性も踏まえた話を展開致します。
第二部は、株式会社イエローハットの相談役で、「日本をうつくしくする会」で全国的に活躍されている鍵山秀三郎氏による講演です。都城支部では過去３年間に渡り、鍵山氏の提唱する「素心学」の学修を行っております。心を素直にすることは、公私共に有効であると理解しております。この三年間、都城で講師二名を招き講演会を実施致しました。本事業は、その集大成のひとつと考えております。

　まずはSSとして我々が今どう考えているかを確認した後で、講演より新たにそれぞれが自社や自社の位置する地域に貢献できることを学修する、それを目的とします。
２．実施日時

平成19年11月16日（金曜日）　13:00～19:10
３．実施会場

都城総合文化ホール　中ホール
４．事業対象

SS関係者及び一般

４．実施プログラム

１２：３０～１３：００　（３０分）　受付
（周年記念式典）










１３：００～１３：３０　開会宣言




国歌斉唱





綱領唱和・スローガン唱和




SS議長挨拶




大会名誉会長挨拶




来賓祝辞（２名様）




来賓紹介
40周年大会実行委員長謝辞
（記念セミナー　第一部　／　パネルディスカッション　演目[ 我々の商いの原点 ]）


パネリスト　　・・・SS40th実行委員延岡担当・児湯担当・宮崎担当・都城担当・串間担当

コーディネータ・・・SS40th実行委員長

１３：４０～１４：４０　パネルディスカッション
（記念セミナー　第二部　／　講演　演目[ 商いの原点 ]）





講演者　　　　・・・鍵山秀三郎氏

１５：００～１５：１０　都城市長挨拶及び講師紹介
１５：１０～１６：４０　記念講演

１６：４０～１６：４５　SS議長謝辞及び閉会


１６：４５～１７：１５　鍵山氏執筆書籍販売
SS博覧会
担当支部　児湯支部・宮崎支部

１．事業企画コンセプト及び事業実施概要
大会スローガンの“SS再生元年”を受け、10年後にも無事50周年記念事業を、更なる発展を遂げ催行することができるよう祈りを込め、SS会員のみならず幅広い方々と交流を行うことを目的とします。
博覧会と銘打つ本事業は、SS40年間の学修実践活動内容をパネル化し、それらが展示されたなかで、様々な方々と飲食を共にします。多くを語り、人や宮崎の今後の関係を築き上げる契機を生むことを催行意義としております。そのため、いわゆるステージイベントなどの企画は考えておりません。宮崎の食材と郷土料理を、SS歴代会員の企業や店舗により、今まさにそれぞれの地域で行っている事業をこの会場にて再現することで、宮崎で事業を展開することを改めて認識します。

２．実施日時

平成19年11月16日（金曜日）　17:30～20:00
３．実施会場

神柱公園（都城総合文化ホール前）
４．事業対象

SS関係者
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